
　
白
井
音
楽
倶
楽
部
（
松
川

輝
雄
会
長
）
は
11
月
30

日

（
日
）
、
稲
垣
次
郎
（
テ
ナ

ー
サ
ッ
ク
ス
）
と
原
田
忠
幸

（
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
）
の
両

人
を
迎
え
る
。
す
っ
か
り
白

井
が
お
気
に
入
り
に
な
っ
た

稲
垣
次
郎
が
、
今
回
も
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
演
奏
す
る
の
が

楽
し
み
。

　
競
演
す
る
原
田
忠
幸
は
、

「
原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス
＆

フ
ラ
ッ
ツ
」
「
西
条
孝
之
介

と
ウ
ェ
ス
ト
・
ラ
イ
ナ
ー
ズ
」

に
参
加
後
、
渡
米
。
帰
国
後
、

「
ウ
ィ
ン
ド
・
ブ
レ
イ
カ
ー

ズ
」
や
「
ザ
・
サ
ー
ド
」
な

ど
で
活
躍
し
た
日
本
ジ

ャ

ズ
・
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
の

ト
ッ
プ
奏
者
だ
。
ち
な
み
に

父
親
は
、
ジ
ミ
ー
原
田
。
こ

の
「
サ
ッ
ク
ス
・
デ
ュ
オ
」

に
美
人
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
三
善

香
里
が
加
わ
る
。

　
会
場
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ

フ
ェ
「
ザ
　
ワ
ー
ク
ス
」
で
、

午
後
６
時
開
演
。
特
別
会
費

３
５
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
と
軽
食
付
き
）
。
【
問
合

先
】
白
井
音
楽
倶
楽
部
（
０

９
０
・
８
４
６
０
・
７
３
０

１
松
川
／
０
９
０
・
１
８
０

０
・
７
０
０
２
幸
正
）

　
な
お
、
当
日
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
参
加
希
望

者
は
事
前
に
連
絡
を
。

　
東
京
芸
術
大
学
留
学
生
に

よ
る
民
族
楽
器
の
演
奏

会

「
音
で
つ
む
ぐ
ア
ジ
ア
の
風
・

パ
ー
ト
３
」
が
12
月
６

日

（
土
）
、
白
井
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

　
は
る
か
な
昔
か
ら
民
族
の

心
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
「
弦
」

の
響
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
白
井
国
際
交
流
協
会

が
主
催
（
後
援
＝
白
井
市
、

助
成
＝
財
団
法
人
朝
日
新
聞

文
化
財
団
）
。
演
奏
す
る
留

学
生
と
楽
器
は
次
の
と

お

り
。

　
ア
ブ
ド
セ
ミ
・
ア
ブ
ド
ラ

フ
マ
ン
さ
ん
（
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
）
＝
ラ
ワ
ー
プ
、

ウ
メ
ト
バ
エ
フ
・
カ
リ
マ
ン

さ
ん
（
キ
ル
ギ
ス
）
＝
コ
ム

ズ
、
ス
ー
ザ
ー
ザ
ー
・
テ
ィ

ジ
ー
さ
ん
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

＝
サ
ウ
ン
（
ビ
ル
マ
の

竪

琴
）
。

　
い
ず
れ
の
留
学
生
も
学
業

の
傍
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し

て
も
活
躍
中
だ
。
演
奏
会
は

午
後
２
時
（
１
時
半
開
場
）

か
ら
４
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

【
問
合
先
】
白
井
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
電
話
４
４
５
・

３
３
４
５
）
　

　
日
本
文
化
を
若
い
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
や
文
化
祭
な
ど
で
茶
華

道
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
、

白
井
市
茶
華
道
協
会
だ
。
会

長
の
川
西
さ
ん
は
、
千
葉
県

茶
華
道
協
会
の
会
員
で
も
あ

る
。

　
５
年
前
、
日
本
代
表
の
一

員
と
し
て
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
れ
、

１
週
間
の
滞
在
中
、
市
内
の

宮
殿
に
設
け
ら
れ
た
会
場
で

生
け
花
の
展
示
や
来
場
者
へ

の
指
導
を
行
う
な
ど
日
本
文

化
の
紹
介
に
努
め
た
。
「
展

示
で
使
う
花
は
、
花
市
場
で

購
入
し
た
ん
で
す
け
ど
、
枝

や
葉
物
は
『
国
立
植
物
園
に

出
向
い
て
く
れ
』
と
言
わ
れ

た
ん
で
す
」

　
仕
方
な
く
、
植
物
園
の
中

を
見
て
廻
り
、
半
信
半
疑
で

使
い
た
い
も
の
を
指
差

し

た
。
す
る
と
、
希
望
通
り
に

切
っ
て
く
れ
る
で
は
な

い

か
。
「
あ
れ
が
ロ
シ
ア
流
な

ん
で
す
か
ね
。
国
の
施
設
で

植
物
を
分
け
て
く
れ
る
な
ん

て
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
よ
ね
」

　
川
西
さ
ん
は
、
生
け
花
歴

40
年
。
新
池
坊
流
の
家
元
教

授
（
上
級
講
師
）
と
し
て
活

躍
す
る
か
た
わ
ら
、
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
講
師
と
し
て
も

「
花
」
の
魅
力
を
広
め
て
い

る
。
17
年
前
に
家
族
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
中
、
ド
イ
ツ
で

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
出
会

い
、
魅
せ
ら
れ
た
。

　
川
西
さ
ん
は
長
崎
県
諌
早

市
で
産
声
を
あ
げ
、
長
崎
市

で
育
っ
た
。
市
内
の
高
校
を

卒
業
後
、
商
工
中
金
長
崎
支

店
に
就
職
す
る
。
さ
っ
そ
く

職
場
の
生
け
花

教
室
に
通
う
。

そ
れ
が
川
西
さ

ん
の
「
花
一
杯

の
人
生
」
の
ス

タ

ー

ト

だ
っ

た
。

　
川
西
さ
ん
一

家
は
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）、

松
戸
市
か
ら
南

山

に

引

っ
越

す
。
「
松
戸
で

運
転
免
許
を
取

っ
て
い
た
の
で

助

か

り

ま
し

た
。
な
に
し
ろ

当
時
は
ま
だ
駅

前
の
商
店
街
も

聖
仁
会
病
院
も

な
か
っ
た
で
す

か
ら
」

　
そ
ん
な
白
井

も
、
今
で
は
人
口
約

６
万
人
の
「
市
」
に

な
っ
た
。
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
講
師
歴

も
今
年
で
16
年
目
。

生
徒
に
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
20
人
以
上

の
指
導
者
を
育
成
し

た
こ
と
で
、
昨
年
、

所
属
し
て
い
る
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
流

派
か
ら
「
優
秀
講
師

賞
」
を
受
賞
し
て
い

る
。

　
現
在
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
公
民
セ

ン
タ
ー
、
自
宅
な
ど

で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
教
室
を
開
く
他
、

都
内
に
も
教
室
を
持

つ
。
11
月
か
ら
は
白

井
駅
北
口
の
マ
ン
シ

ョ
ン
内
に
新
し
い
教

室
を
開
く
。

　
受
講
者
に

展
覧
会
や
文

化
祭
な
ど
の

機
会
に
作
品

発
表
の
場
を

つ
く
る
一
方

で
、
川
西
さ

ん
は
市
内
の

小
中
学
校
や

家
庭
教
育
学

級
で
も
指
導

し
て
い
る
。

　
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
だ

が
、「
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

『
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
リ
ー
ス

の
つ
く
り
方
を
教
え
て
』
と

い
っ
た
依
頼
が
舞
い
込
む
ん

で
す
よ
。
だ
か
ら
手
帳
の
予

定
欄
は
ビ
ッ
シ
リ
」

　
そ
の
上
、
自
ら
の
技
術
向

上
の
た
め
に
、
研
修
会
へ
の

出
席
も
欠
か
さ
な
い
。
そ
ん

な
に
忙
し
い
と
、
疲
れ
切
っ

て
ダ
ウ
ン
し
な
い
か
と
心
配

に
な
る
が
、
「
な
い
で
す
。

き
っ
と
花
に
癒
さ
れ
て
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。
花
に
触
れ
て

る
と
、
疲
れ
が
飛
ん
で
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
よ
」

　
３
人
の
娘
た
ち
も
巣

立

ち
、
現
在
は
夫
婦
２
人
暮
ら

し
。
「
お
互
い
に
多
忙
な
の

で
、
寂
し
が
る
暇
は
な
い
」

と
い
う
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境

塾
が
11
月
16
日
（
日
）
、
平

塚
の
里
第
２
地
区
（
白
井
市

平
塚
「
旧
平
塚
分
校
」
隣
）

で
第
４
回
森
の
音
楽
会
（
カ

ン
ト
リ
ー
＆
ウ
ェ
ス
タ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
）
を
行
う
。

　
里
山
の
良
さ
と
環
境
塾
の

活
動
を
多
く
の
市
民
に
知
っ

て
も
ら
う
の
が
、
音
楽
会
の

目
的
。
午
後
１
時
か
ら
３
時

ま
で
の
２
時
間
、
ヒ
ノ
キ
林

の
中
で
竹
林
を
バ
ッ
ク
に
５

人
組
の
「
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
　

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
」
が
「
ジ
ャ

ン
バ
ラ
ヤ
」
「
カ
ン
ト
リ
ー

ロ
ー
ド
」な
ど
を
披
露
す
る
。

　
参
加
費
百
円
（
保
険

代

等
）
。
雨
天
の
場
合
、
旧
平

塚
分
校
で
開
催
す
る
。
【
問

合
先
】
し
ろ
い
環
境
塾
（
電

話
４
９
１
・
０
６
６
０
／
担

当
・
上
西
）
　

　
白
井
市
芸
能
振
興
会
（
馬

場
崎
隆
二
会
長
）
の
「
秋
の

発
表
会
」が
11
月
３
日（
月
）
、

白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
る
。

　
例
年
同
様
、
今
年
も
午
前

10
時
（
９
時
半
開
場
）
か
ら

午
後
４
時
頃
ま
で
舞
踊
、
詩

吟
、
民
謡
な
ど
を
披
露
。
入

場
無
料
。
　

　
先
月
末
、
議
会
運
営
委
員

会
の
視
察
で
北
海
道
夕
張
郡

栗
山
町
に
行
っ
て
き
ま

し

た
。
人
口
１
万
４
０
０
０
人

足
ら
ず
の
栗
山
町
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
「
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
た
自
治
体
で

す
。
条
例
施
行
後
、
２
年
半

経
ち
ま
す
が
、
全
国
の
議
会

か
ら
視
察
団
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
９
名
が
訪
れ
た
と

き
も
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国

町
か
ら
も
来
て
お
り
、
総
勢

８
団
体
59
名
で
の
視
察
と
な

り
ま
し
た
。
栗
山
町
で
は
、

以
前
か
ら
「
町
民
に
役
立
つ

議
会
は
、
町
民
の
声
を
聞
く

こ
と
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

全
議
員
に
よ
る
議
会
報
告
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
監
視
機
能
や
政
策

提
言
活
動
な
ど
の
状
況
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
出

向

き
、
町
民
に
直
接
報
告
・
説

明
し
、
町
政
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
て
言
う
な
ら
、
「
議
員

の
出
張
サ
ー
ビ
ス
」
で
し
ょ

う
か
。

　
住
民
が
議
会
を
傍
聴
す
る

の
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的

な
形
式
で
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
「
各
議
員
が
地

域
に
直
接
出
向
い
て
住
民
と

意
見
交
換
す
る
機
会
を
増
や

そ
う
で
は
な
い
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
議
員
は
住
民
の
要
求

や
生
活
課
題
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の

が
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
た
栗
山
町
の
狙
い
で
す
。

　
住
民
の
利
益
を
考
え
る
な

ら
、
議
員
は
政
党
や
会
派
を

超
え
て
建
設
的
な
議
論
を
交

わ
し
、
意
見
を
集
約
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
そ
の
議
論
な
の
で

す
が
、
議
会
の
中
で
自
由
に

議
論
す
る
場
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
審
議
の
過

程
で
質
疑
の
後
、
討
論
は
あ

る
の
で
す
が
、
一
度
行
う
と

反
論
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　
私
が
委
員
長
を
務
め
た
委

員
会
で
は
質
疑
後
に
暫
時
休

憩
し
、
議
事
録
に
残
ら
な
い

形
で
自
由
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
自
由
討
議
も
議
事

録
と
し
て
残
す
べ
き
で
す
。

　
今
、
白
井
市
議
会
で
は
、

何
と
か
自
由
に
デ
ィ
ベ
ー
ト

（
討
論
）
で
き
る
場
を
確
保

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
視
察
し
た
栗
山
町
の
場

合
、
執
行
部
か
ら
議
員
に
反

問
す
る
こ
と
も
可
能
。
わ
が

市
議
会
で
も
実
現
す
れ
ば
、

自
ず
と
議
員
同
士
の
議
論
の

質
も
向
上
す
る
の
で
は
。

　
こ
の
栗
山
町
の
視
察
か
ら

戻
っ
た
翌
々
日
、
流
山
市
の

「
議
会
基
本
条
例
報
告
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
流
山
市

は
今
、
千
葉
県
で
初
の
議
会

基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加
し

た
市
民
は
20
名
ほ
ど
で

す

が
、
市
民
か
ら
の
熱
い
質
問

に
、
議
員
が
真
剣
に
答
え
て

い
ま
し
た
。
流
山
市
で
は
、

自
治
基
本
条
例
と
議
会
基
本

条
例
を
同
時
進
行
で
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
条
例
は
つ
く
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
策
定
段
階
で
し

っ
か
り
と
し
た
議
論
の
中
で

議
員
自
ら
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
「
議
員
は

見
え
て
も
議
会
が
見
え

な

い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
へ
の
市
民

参
加
を
推
進
し
、
市
民
と
議

会
が
協
力
し
合
っ
て
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
た
い
も

の
で
す
。
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幸
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幸
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幸
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治

幸
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幸
正
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幸
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幸
正
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幸
正
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幸
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幸
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幸
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幸
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幸
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幸
正
純
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の

こ

う
し
ょ
う
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川西百合子
さん

（フラワーデザイナー）

芸
能
振
興
会
が

「
秋
の
発
表
会
」

生け花歴40年
フラワーデザインで
講師育成にも努める 花一杯の人生

稲垣次郎と原田忠幸が競演11月30日 白井音楽倶楽部が特別ライブ

森
の
音
楽
会

し
ろ
い
環
境
塾

バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
の
原
田
忠
幸
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ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
演
奏
会

白
井
国
際
交
流
協
会

ウ
イ
グ
ル
、
キ
ル
ギ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
弦
を
つ
ま
び
く

テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
の
稲
垣
次
郎

三善香里

地域の仲間でつくりました

Tel(047)492-8009


